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ば
ん
ち
ょ
う
か
わ
ら
ば
ん

番
町
を
つ
な
ぐ

夏
の
思
い
出
を
振
り
返
る

　

今
年
も
8
月
に
猛
暑
を
忘
れ
さ
せ
る

納
涼
イ
ベ
ン
ト
、
盆
踊
り
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
餅
つ
き
大
会
と
並
ぶ
番

町
二
大
イ
ベ
ン
ト
の
ひ
と
つ
で
す
。
今
で

は
少
な
く
な
っ
た
プ
ロ
の
生
音
に
合
わ
せ

て
踊
る
こ
と
の
で
き
る
盆
踊
り
大
会
と

あ
っ
て
、
番
町
や
麴
町
、
九
段
エ
リ
ア
の

住
民
の
ほ
か
、
千
代
田
区
外
か
ら
も
大

勢
の
人
々
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
に
欠
か
せ
な
い
の
が
、
番

町
の
人
々
の
つ
な
が
り
。住
民
を
は
じ
め
、

ゲ
ス
ト
、
屋
台
を
盛
り
上
げ
る
地
域
の

学
生
な
ど
皆
で
一
丸
と
な
っ
て
作
り
上
げ

ま
す
。
会
場
で
は
放
水
作
業
を
実
際
に

行
う
消
防
訓
練
な
ど
、
夏
な
ら
で
は
の

イ
ベ
ン
ト
も
実
施
。
親
子
で
学
べ
る
催

し
も
人
気
で
し
た
。

　

残
暑
が
続
く
な
か
、
段
々
と
過
ご
し

や
す
い
日
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
本
格

的
な
秋
の
訪
れ
の
前
に
、
夏
の
思
い
出

を
振
り
返
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

第41回
日本テレビ通り振興会納涼盆踊り大会

8月3日（金）、4日（土）に日本テレビ駐車場で開
催された番町の夏の恒例行事。会場には大きなや
ぐらが組まれ、生音演奏の盆踊りが行われました。
様 な々夜店も並び、番町の庭でのビアガーデンと
合わせて多くの人でにぎわいました。

特 集

第41回日本テレビ通り
振興会納涼盆踊り大会



今
年
も
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
た
納
涼
盆
踊
り
大
会
。

家
族
や
友
達
、
皆
で
楽
し
め
る
番
町
夏
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
に
ぎ
や
か
な
お
祭
の
中
で
見
え
て
き
た
の
は
、
番
町

に
関
わ
る
人
々
の
つ
な
が
り
。今
回
は
そ
ん
な“

つ
な
が
り”

に
注
目
し
て
、
夏
の
思
い
出
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

番
町
の
輪
を
つ
な
ぐ
盆
踊
り
大
会

今年の開催はなんと 41 回目。その長い歴史は、番町に暮らす人々、そして “ 祭のベテランたち ” によって
支えられています。盆踊りは生演奏が響きわたり本格的。今年もやぐらを、たくさんの人々がかこみました。

ベテランたちが盛り上げる番町の夏

左右1回ずつ、片
手を突き出し、もう
片方の手を顔の横
にそえてポーズ！

リズムに
合わせて回る

左右に1回ずつ
サッと手を流す

上・下・下・上・
上の順に5回拍手

両手で円を
5回描く

やぐらの上で息の合った踊りを披露するのは、千代田区民謡連盟の皆さん。
第 1回から参加されている連盟は今年の11月に50周年を迎えます。昭和か
ら平成、そして次の時代へと番町盆踊りの歴史をつなぎます。

歌唱を務めるのはプロの演歌歌手・
根本美希さん。美しい歌声に、踊る
のを忘れて聴き惚れてしまいそうで
す。鏡開きでは、やってきたそらジ
ローに夢中になるおちゃめな一面も
見せてくれました。

こ
ち
ら
が
元
祖
！
世
間
は
来
る
2
0
2
0
年

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
沸
い
て
い
ま
す
が
、
こ
こ

で
1
9
6
4
版
を
お
さ
ら
い
し
ま
し
ょ
う
。

一門のバトンをつなぐ

50周年のベテランチーム

美しい歌声で会場を魅了

夏

の

思

い

出

代々この盆踊り大会の司会を務め
る三遊亭圓歌一門。今年の司会は
昨年に引き続き三遊亭歌扇さん。
普段は末廣亭などの寄席で話芸を
披露する歌扇さんが、今年も会場
を盛り上げました。

盛り上がっていきましょう！

くるくる

美しい踊りの伝統をつなぐ達人 盆踊りを作り上げてきた人々

踊ってみよう！

寄席もよろしくね

お宝ショット！

皆でつないできた、 　回目の開催41
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↑先輩方に踊りを教わっていると、楽しい気
配を察知したそらジローがやってきました！

東
京
五
輪
音
頭
1
9
6
4３回拍手。

この繰り返し！

ぱぱんがぱん

6



思い出は秋につなぐ

春
ち
ゃ
ん

紀尾井町にキャンパスを持つ、上智大学のソフィ
ア祭実行委員の皆さんが今年も一緒に屋台を盛
り上げてくれます。元気いっぱいな番町の子ども
たちが殺到し、どの屋台も大忙し。6月の山王祭
でも神輿を担いでいた上智大学の学生。地域の
つながりを大切にする番町ならではの光景です。

地域の学生と盛り上げた屋台

毎年恒例の鈴虫プレゼントは今年も大人気。盆踊りが始まる前
から、整理券のために大行列ができます。夏から秋にかけて美
しい声で鳴く鈴虫。たくさんの子どもたちが、夏の思い出ととも
にかわいらしい鈴虫を持ち帰りました。

鈴虫の鳴き声をお土産に

直
子
さ
ん

数ある屋台の中でもひときわたくさんの子どもたちが集まっていた射的。
持ち方や角度を教わりながら目当てのおもちゃを狙います！

蕾
つ ぼ み

光ちゃん あおとくん

は
る
な
ち
ゃ
ん

ゆ
た
か
く
ん

光るサングラスも
あるよ

あ
さ
ひ
ち
ゃ
ん

楽しんでね！

大事に育ててね！

縁日で広がる番町のつながり

大集合！

仲良し姉妹！

はじめて来たよ

REPORT

❶左から小塚彩里さん、濱田百花さん、増田柚月さん。ピカ
ピカ光るグッズやカラフルなおもちゃに子どもたちも興味津々
❷暑い中、盆踊りが始まる前から大量の焼きそばを準備！

↑盆踊りが始まる前に配られる整理券は、毎年大行列！虫か
ごの中は、土やエサまでセットされた立派な鈴虫ハウスに
なっています

↑この日のために毎年、鈴虫の飼育に協力している
五番町町会長の横山さん

本格的な鉄砲にドキ
ドキ。コツを教えて
もらいます

お母さんと一緒に狙った
のは、かわいいキャラク
ターのフィギュア

↑祭も終盤、声を張り上げて最後の追い込み

↑右から泉佑馬さん、宇都宮
友之祐さん。上智大学・ソフィ
ア祭実行委員を務めます

大行列の射的屋台
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ご近所の方々も大勢集まり、大盛り上がり！

　

村
上
開
新
堂
の
創
業
は
１
８
７
４（
明
治
７
）年
。

初
代
・
村
上
光
保
の
妻
茂
登
が
、
麹
町
山
元
町
（
現

麹
町
）に
洋
菓
子
店
を
開
い
た
の
が
は
じ
ま
り
で
す
。

「
宮
中
の
料
理
人
だ
っ
た
初
代
は
外
交
政
策
の
一
環

と
し
て
洋
菓
子
技
術
を
習
得
し
、
皇
族
や
財
界
人

の
た
め
に
洋
菓
子
を
製
造
し
て
い
た
そ
う
で
す
。」

水
野
さ
ん
は
五
代
目
・
山
本
道
子
さ
ん
の
娘
で
、
麹

町
で
生
ま
れ
１
歳
か
ら
６
歳
ま
で
家
族
と
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
暮
ら
し
ま
し
た
。「
帰
国
し
て
か
ら
し
ば

ら
く
は
日
本
語
が
お
ぼ
つ
か
ず
、
母
に
い
わ
せ
る
と

私
の
日
本
語
は
小
学
２
年
生
く
ら
い
ま
で
お
か
し

か
っ
た
み
た
い
で
す
（
笑
）。」

　

小
学
生
時
代
の
こ
と
で
水
野
さ
ん
が
よ
く
覚
え

て
い
る
の
が
、
一
番
仲
の
良
か
っ
た
友
だ
ち
が
ア
メ

リ
カ
育
ち
の
自
分
を
か
ば
っ
て
く
れ
た
こ
と
。「
日

本
語
の
発
音
が
変
だ
っ
た
り
、
日
本
の
習
慣
に
慣
れ

な
く
て
と
き
ど
き
突
飛
な
言
動
や
行
動
を
す
る
私

を
何
か
に
つ
け
て
守
っ
て
く
れ
た
ん
で
す
。
そ
の
友

だ
ち
は
、
今
は
麹
町
を
離
れ
て
し
ま
い
地
元
に
は
住

ん
で
い
ま
せ
ん
が
、
当
時
は
ク
ラ
ス
替
え
が
な
か
っ

た
の
で
６
年
間
机
を
並
べ
て
学
び
ま
し
た
。」

　

水
野
さ
ん
が
小
学
生
時
代
を
過
ご
し
た

麹
町
小
学
校
卒
業
生

リ
レ
ー
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

第3回水
野 

珠
貴
さ
ん

１
９
７
０
年
代
ご
ろ
ま
で
の
麹
町
は
、
高
い
建
物
が

ほ
と
ん
ど
な
く
平
屋
中
心
の
住
宅
街
。
１
９
８
０
年

代
に
な
っ
て
中
学
生
、
高
校
生
と
成
長
す
る
に
つ
れ

て
住
宅
は
減
少
し
、
昔
か
ら
あ
っ
た
社
宅
や
官
舎

も
取
り
壊
さ
れ
て
大
き
な
建
物
や
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
に

と
っ
て
代
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
ろ
に

麹
町
か
ら
引
っ
越
し
て
し
ま
っ
た
友
だ
ち
も
多
く
、

現
在
地
元
に
残
っ
て
い
る
小
学
校
の
同
窓
生
は
数
え

る
ほ
ど
で
す
。「
で
も
、
地
元
を
離
れ
て
し
ま
っ
た

同
窓
生
と
も
４
、５
年
前
か
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
つ
な
が
る

よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
。
一
番
仲
の
良
か
っ
た
友
だ

ち
と
も
、
連
絡
が
と
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。」

　

か
つ
て
バ
ブ
ル
期
に
向
か
っ
て
盛
ん
に
建
設
さ
れ

た
ビ
ル
群
が
、
近
年
マ
ン
シ
ョ
ン
に
姿
を
変
え
始
め

て
い
る
こ
と
も
水
野
さ
ん
に
と
っ
て
明
る
い
出
来
事

で
す
。「
麹
町
に
住
民
が
戻
り
、
小
さ
な
ス
ー
パ
ー

や
商
店
も
で
き
て
住
み
や
す
さ
が
増
し
て
い
ま
す
。

お
休
み
の
日
に
、
町
に
人
が
歩
い
て
い
る
の
を
見
る

と
う
れ
し
く
な
り
ま
す
ね
。」

　

水
野
さ
ん
の
曽
祖
父
で
、
日
本
人
の
舌
に
合
う

現
在
の
村
上
開
新
堂
の
洋
菓
子
の
基

礎
を
築
い
た
三
代
目
も
麹
町
小
学
校

の
卒
業
生
。「
麹
町
と
い
う
歴
史
の
あ

る
地
で
長
く
ご
縁
を
い
た
だ
い
て
い

る
こ
と
に
感
謝
し
、
麹
町
小
学
校
が

増
々
活
気
あ
る
学
校
に
な
る
よ
う
に

協
力
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。」

次回は

谷 勇伸さん

麹

町

小

学

校
だ

よ

り

老
舗
洋
菓
子
店
の
村
上
開
新
堂
を
家
族
で
経
営
す

る
水
野
さ
ん
。
お
店
の
歴
史
や
麹
町
の
移
り
変
わ
り
、

小
学
生
時
代
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

1981年卒業。麹町中学校、
慶應義塾女子高等学校から
慶應義塾大学へ。麹町在住、
麹町小学校同窓会の運営に
も携わる。

新
堂
の
創
業
は
１
８
７
４（
明

村
上
開
新

水
野
珠
貴
珠

さ
ん
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番町の庭がビアガーデンに変
身！ハンモックやライブなど大
人も子どもも楽しめるイベント
に、連日にぎわいました。

盆踊りが始まる前、会場では消防訓
練が行われました。水しぶきを利用し
た訓練に、子どもたちも大はしゃぎ！

番町夏祭りウィーク

クラフトビールのトラック「EL CAMION」

やぐらの上で
太鼓を叩く、

熱いお祭り男
たち

消防団の方々に教わり、いざ挑戦！

お楽しみの日替わ
りライブ。この日
はBossanova Pian
o奏者の今井亮太
郎さんと、Marimb
a奏者の亀井恵さ
んのセッション

トラック EL CAMION」

わ
日
n
太
b
さやぐらの上で

太鼓を叩く、
熱いお祭り男

たたち

盆踊り会場周辺ではビア
ガーデンや、夏らしい水を
使った催しが行われました。

提灯の明かりや太鼓の音、屋
台の匂い……。お祭りの空気
は写真からも伝わってきます。

消火器の仕組みは複雑！お母さんにも助けてもらいます

思い出アルバム

提灯の明かりに引き付けられ、街行く人も会場へ

盆踊りを引っ張っ
たベテラン陣の踊
り。お揃いの浴衣
姿がかっこいい！

夢中になって踊
ると、暑さも忘
れてしまいます

色とりどりの
華やかな浴衣
が着られるの
も、盆踊りの
醍醐味

思い思いい思思思思思思

ゆうじん

8 1 4 Summer Garden～ ＠番町の庭

8 3 4 消防訓練　＠麹町日本テレビ駐車場


